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「お手軽簡単便利に、on demand を実現する interactive TV」 
On demand? Interactive? 
「なんのこっちゃ、さっぱりわからん」 
今を去る事 30 年程前、当時勤めていた家電製品関係の会社で、その頃既に行き詰って久し
いテレビ事業の打開策として 
「送られてきた番組をお茶の間で受動的に見るだけの既存視聴形態からリビングや個室で
見る能動的参加型視聴形態に新たな活路を見出す需要創造型事業」の推進役として、パイロ
ットナビゲーションだけで売上責任を持たない推進事業室形態の新たな組織が立ち上げら
れました。 
既存 TV 事業の行き詰まりの「すべての責任は商品企画にあり」と厳しい評価を社内で得、
当時商品企画現場責任者だった自分は完全な抑うつ状態に陥り、程なくその組織に移動を
命じられました（平たく言えばお払い箱、即ち左遷です） 
失意のどん底、アタマも働かない状態で冒頭の２つの英語単語を聴かされ内心密かに 
「もう、ダメだ。自分は此処でオシマイだ」 
と覚悟を決めた瞬間を今日の午前中のことの様にありありと思い出します。 
と、気の滅入る様な悲惨な愚痴はこれ位にして、今日のお題は interactive の接頭にある inter。 
まず interの意味はどういう事かという前に 
International (inter + national=inter + nations)と言えば「国際的な」です。 
Interphone (inter + phone)と言えば「インターホン」 
とすれば 
Interactive は inter + active=inter + actions となりそうです。 
此処で問題。 
「では上記３語に共通する inter の概念は何でしょうか？」 
Inter はよく inner と間違えて捉えられるので「～の内側で」と思いがちですがもう少しよ



く観察してみると 
nationsなら「国同士」の「やり取り」 
phoneなら「フォンを介して」の「やり取り」 
とも言えそうです。 
「お互いの差を差として認めた上でのやり取り」であれば「交差（差の交わり）」という語
に置き換える事ができるかもしれません。 
となれば 
Actions の場合は「行為（能動的行為）を介して」の「やり取り」別名「交差行動」と訳せ
そうです。 
つまり inter とは差を差として受容しお互い「やり取り（交差）する事」 
因みに冒頭の「お手軽簡単便利に、on demand を実現する interactive TV」の意味（訳）は 
「需要に応じて（需要のままに）能動的交差行為を介してそのニーズをお手軽簡単便利に実
現する TV」 
簡単に言うと 
（番組放映時間を待たずに、こちら側からの指示による） 
「スイッチ、ポンで自分が今、見たいものが直ぐに見られる TV」 
「時間に縛られず、自分の都合に合わせて見たい時に見たいものが見られる TV」 
という意味だったのかもしれません。 
追記） 
結局その事業は失敗しました。ハード面では単に TV にインターネット仕様を追加するだ
けの TV set は完全に PCやスマホがそれに取って替わってしまったからです。 
そしてお茶の間の団欒は消え、家族は皆、個室に籠ってしまったのが「今現在その結果とし
ての家庭の姿」なのだと言えるかもしれません。 
なので、その結果を見ると自分は「ＴＶサイドとしては却って失敗してよかったのかもしれ
ない」ととても複雑な思いに駆られる事が時々あります。 


